
ＣＶ-２２オスプレイ等の度重なる飛来に抗議する意見書 

 

令和３年８月２５日午後２時頃にＣＶ-２２オスプレイ２機、同日午後３時４０分頃

に米海軍用のＣＭＶ-２２オスプレイ３機が、さらに同月２７日午前１１時過ぎにも 

ＣＶ-２２オスプレイ１機が嘉手納基地に飛来した。飛来目的及び滞在期間等の詳細は

明らかにされていない。 

ＣＶ-２２オスプレイの嘉手納基地への飛来は、今年３月２２日に３機、４月２９日

１機、５月１３日２機、５月２６日３機、５月３１日１機と今年に入り６度目となる

が、ＣＭＶ-２２オスプレイの飛来は国内初で、空母カール・ヴィンソンに艦載されて

いるとのことである。 

本町議会は、ＣＶ-２２オスプレイが飛来する度に嘉手納基地への飛来中止及び横田

飛行場配備に関する環境レビューによる県内訓練場使用計画の撤回を求める決議を可

決し、断固反対の意思を表明してきたにもかかわらず、このような度重なる飛来はも

はや嘉手納基地における恒常的運用に他ならず、強い憤りを禁じ得ない。  

また、オスプレイの安全性を不安視し重大事故を危惧する声があるなか、８月１２日

には普天間飛行場所属ＭＶ-２２オスプレイがキャンプシュワブとキャンプハンセン

に跨る訓練所から同飛行場に戻る途中、長さ約１０９センチ、幅約６８センチ、厚さ

約１.９センチのパネルと、長さ幅とも約４３センチ、厚さ約０.３センチのブレード

フェアリングと呼ばれる部品の一部を落下させる事故が起きた。落下場所も不明なう

え事故原因の究明や再発防止策の公表がないまま、米軍は事故発生の翌日にはＭＶ- 

２２オスプレイの訓練を再開させた。 

本町でもＭＶ-２２オスプレイや他機種のヘリが住民居住地上空を飛行する様子が

度々確認されていることから、米軍の整備点検・安全管理体制の欠如及び軍事訓練を

最優先する姿勢に対し、町民からは不安と怒りの声が高まっている。 

よって、嘉手納町議会は町民の生命、財産、安全及び平穏な生活を守る立場から、 

ＣＶ-２２オスプレイ等の度重なる飛来に厳重に抗議するとともに、下記事項を速やか

に実現するよう強く要望する。 

 

記 

 

１ 嘉手納基地へのＣＶ-２２オスプレイ等の飛来を中止すること。  

２ ＣＶ-２２オスプレイの県内訓練場使用計画を撤回すること。  

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。  

 

令和３年９月７日 

 沖縄県嘉手納町議会 

 

（あて先） 

内閣総理大臣 外務大臣 防衛大臣 内閣官房長官（沖縄基地負担軽減担当） 

沖縄及び北方対策担当大臣 外務省特命全権大使（沖縄担当） 沖縄防衛局長 

沖縄県知事 

  



ＣＶ-２２オスプレイ等の度重なる飛来に抗議する決議 

 

令和３年８月２５日午後２時頃にＣＶ-２２オスプレイ２機、同日午後３時４０分頃

に米海軍用のＣＭＶ-２２オスプレイ３機が、さらに同月２７日午前１１時過ぎにも 

ＣＶ-２２オスプレイ１機が嘉手納基地に飛来した。飛来目的及び滞在期間等の詳細は

明らかにされていない。 

ＣＶ-２２オスプレイの嘉手納基地への飛来は、今年３月２２日に３機、４月２９日

１機、５月１３日２機、５月２６日３機、５月３１日１機と今年に入り６度目となる

が、ＣＭＶ-２２オスプレイの飛来は国内初で、空母カール・ヴィンソンに艦載されて

いるとのことである。 

本町議会は、ＣＶ-２２オスプレイが飛来する度に嘉手納基地への飛来中止及び横田

飛行場配備に関する環境レビューによる県内訓練場使用計画の撤回を求める決議を可

決し、断固反対の意思を表明してきたにもかかわらず、このような度重なる飛来はも

はや嘉手納基地における恒常的運用に他ならず、強い憤りを禁じ得ない。  

また、オスプレイの安全性を不安視し重大事故を危惧する声があるなか、８月１２日

には普天間飛行場所属ＭＶ-２２オスプレイがキャンプシュワブとキャンプハンセン

に跨る訓練所から同飛行場に戻る途中、長さ約１０９センチ、幅約６８センチ、厚さ

約１.９センチのパネルと、長さ幅とも約４３センチ、厚さ約０.３センチのブレード

フェアリングと呼ばれる部品の一部を落下させる事故が起きた。落下場所も不明なう

え事故原因の究明や再発防止策の公表がないまま、米軍は事故発生の翌日にはＭＶ- 

２２オスプレイの訓練を再開させた。 

本町でもＭＶ-２２オスプレイや他機種のヘリが住民居住地上空を飛行する様子が

度々確認されていることから、米軍の整備点検・安全管理体制の欠如及び軍事訓練を

最優先する姿勢に対し、町民からは不安と怒りの声が高まっている。 

よって、嘉手納町議会は町民の生命、財産、安全及び平穏な生活を守る立場から、 

ＣＶ-２２オスプレイ等の度重なる飛来に厳重に抗議するとともに、下記事項を速やか

に実現するよう強く要望する。 

 

記 

 

１ 嘉手納基地へのＣＶ-２２オスプレイ等の飛来を中止すること。  

２ ＣＶ-２２オスプレイの県内訓練場使用計画を撤回すること。  

 

以上、決議する。  

 

令和３年９月７日 

 沖縄県嘉手納町議会 

 

（あて先） 

駐日米国大使 在日米軍司令官 在沖米四軍沖縄地域調整官 在沖米国総領事 

嘉手納基地第１８航空団司令官 沖縄県議会議長 


